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『教師が変わることによって、子どもが変わる』
福島県教育庁南会津教育事務所長

渡 辺 惣 吾

年末に中央教育審議会から、学習指

導要領の改訂に向けた審議結果が答申

されました。文科省では答申を受け、小中学校について

は今年度中に、新学習指導要領を示す予定になっていま

す。

これまで内容中心だった指導要領が、それぞれの教科

を学ぶことにより「どんな資質・能力が身につくか」が

明記されることとなり、学び方として「アクティブ・ラ

ーニング」の視点が強く打ち出されています。児童生徒

が能動的に授業に参加する指導・学習方法がこれまで以

上に求められます。

話は変わりますが、私が大学生の時、「自分が本当に教

師になってよいのか」「教師としてやっていけるのか」…

と真剣に悩んでいる時がありました。そんな時に出会っ

たのが「教師が変わることによって、子どもが変わる」

という言葉です。当時宮城教育大学の学長であった林竹

二先生の著書にあった言葉で、私はそれからしばらく大

学の図書館にこもり、先生の著書を読みあさりました。そ

うして「今は未熟でも、教師になって、子どものために変

わり続ける努力をしよう」という気持ちになったことを今

でも覚えています。

教師はなぜ学び続けなければならないのか。私は教師と

いう職業の重要性、特殊性、また様々な現代的課題に対応

するため、アクティブ・ラーニング等の理論と実践の往還

を図り、求められる指導技術を高めるとともに、これまで

以上に「これからの時代の教師はどうあるべきか」「どのよ

うな学校、学級を創りたいのか」「自分はどのような授業を

目指すのか」といった教師の信念や姿勢といった根底の部

分を、自分と向きあい、また時に仲間と議論し磨いていく

ことが重要であると考えています。

子どもたちの未来への可能性を信じるため、教師にはこ

れまで以上に、変わり続ける努力が求められていると思い

ます。

「今年はマムシが居ない！」

今年、熊の出没が多いのは昨年ブナ

の実が豊作だったから。熊が多く生ま

れる年はマムシが少ない？熊は草食動物のはずなのに…

最近の熊はシカを襲い内臓だけ（それ以外は手をつけな

い）を食べたとの話。内臓を食べることで栄養を取るこ

と（肉食動物の特徴）を覚えたのか？また、山に食べ物

が不足していてマムシを襲い、ひいては人間をも襲うよ

うになったとの説もあり。（本校の若い教員の意見）

「松茸などの茸が年々出なくなっている！」

松茸が採れなくなった理由として、昔は茸の胞子がカ

ゴの隙間から落ちていたが、近年は、ナイロン袋やリッ

クなので胞子が、こぼれなくなったという説や温暖化や

酸性雨で出なくなったという説などあるが、詳しいこと

は分からない。私が行くブナの木に切付け（ナタで木に

キズを付け文字を彫ること）があり、そこには「平成元

年 松タケ 五○○本」その横には「平成十二年 松タ

ケ 二○一本」と記されていた。私でさえ百本の話は聞

いたことがあるが二百以上は分からぬ世界である。五百

本の松茸は１回で背負えない量なので１人で何回も荷下

ろし（荷物を背負って往復すること）するか、数人で背

負って来るしかないだろうが…。松茸に限らず他のキノ

コも出が悪くなっていることは間違いない。舞茸は栽培が

可能となり松茸も山で栽培が試されているらしいがシシ茸

もこれからは栽培できる時代が来るのだろうか。

「郡内小中学校の変容と少子化について」

昭和４４年度南会津郡内の学校数は、小学校２３校（分

校も２３校）、中学校１４校（分校：２校）、小・中学校の

合計は３７校そこに分校を併せると６２校と現在の約３倍

の学校があった。ちなみに児童・生徒数は小学生５，９６２

名、中学生３，４９９名で合計９，４６１名。現在は小学生

１，１７６名、中学生６６４名の合計１，８４０名と５分の

１以下に激減している。自然や社会環境がどんどん変化し

ていることで人間も動植物と同様の道を辿るのであろう

か。食い止める何かいい方法は、ないものだろうか。

上:黒マムシ・下:赤 松 茸 シシ茸

『茸やマムシが少なくなったのは、なぜ？少子化は？』
南会津郡小中学校長協議会会長

馬 場 永 好
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各教科等の指導と関連づけた放射線教育 個性を認め、他者を尊重しながらよりよく生きる

～「正確な知識」の取得と「実践力」を育成～ 児童の育成 ― 豊かな関わり合いを通して－

南 会 津 夢 教 育 ２０１６

郷土を愛し、夢や希望をもってともにたくましく生きる子どもの育成

放射線の影響が少なく、子どもたちの意識も高くない

南会津地区。本校では、この現状を踏まえて放射線教育

の目標として、子どもたちの興味・関心を高めながら「Ａ

正確な基礎的な知識」の習得と「Ｂ実践力」の育成の２

つを、バランスよく育むことを目指しました。

５月・７月の授業研究から研究の方向性を見いだし、

夏休みには県除染プラザの協力を得て放射線に関する職

員研修を実施してきたところです。

１１月の公開授業では、２年理科の「天気とその変化」

で、大気循環の原理原則を理解させた上で、原発災害後

の３月１２日と１５日の天気図から放射性物質の拡散状

況を子どもたちに予想させ、その理由について考えさせ

比較検討させるというものでした。

様々な教科や領域の中で放射線教育と関連させた指導

が可能であり、求められている正確な知識の習得と実践

力の育成につながっていると感じました。

昨年末の横浜や新潟で

のいじめ報道は大変残念

でしたが、次代を担う福

島の子どもたちが自らの

状況を正しく説明できる

ようにさせるためにも、

より一層放射線教育が重

要であることを再認した

ところです。

昨今の急激な社会の変化、いじめ問題への対応等、道

徳教育の果たす役割は今後ますます大きくなってきます。

平成３０年度の道徳教科化へ向け、本校でも、試行錯誤

の中で研究を進めてきました。

効果的な資料提示の工夫。互いの考えや価値観を交流

させる話し合いの場の工夫。自己振り返りの場の確保。

また、教材研究力や発問・板書などの教育技術の向上、

掲示の工夫、別葉の活用等々…。その重要性を改めて確

認できました。さらに、教育効果を高める上で重要なの

は家庭や地域との連携です。保護者や地域人材・ボラン

ティアと協力した授業づくりは、互いのよさを認め合う

温かな校風・伝統を考える上で欠かすことはできません。

児童の変容を通して、道徳教育の重要性を再認識して

います。今後も授業改善やさらなる研究の充実を通して、

地域・家庭との連携を

密に図りながら、これ

からの南会津を担う心

豊かな人材を育成する

道徳教育に努めていき

たいと思います。

放射線教育実践協力校 南会津町立田島中学校 道徳教育推進校 南会津町立桧沢小学校

家庭教育力の向上をめざして

１２月９日（金）に御蔵入交流館多目的ホールにおいて地域家庭教育推進南会津

ブロック会議を行いました。ブロック会議は、郡ＰＴＡ代表・地域代表・企業代表

・町村教育委員会の方等にお集まりいただき、域内の家庭教育の課題解決の方法を

探るために年に２回の協議を行っています。その会議で、域内の課題を「メディア

コントロール」「読書」「食育」とし、課題解決をめざしてきました。南会津教育事

務所では、課題解決のために２つの支援をしてきました。１つ目は、福島県教育委

員会の事業である「親子の学び応援講座」を実施し、保護者、児童生徒、教職員に

＜ブロック会議の様子＞講演を聞いていただき，話し合いをするなどして課題解決に向けた実践意欲の向上

を図りました。２つ目は、学校や町村教育委員会と連携して、家

庭教育支援南会津の会に協力していただきながら、就学時健康診

断時に家庭教育講話を行いました。これらの取組を踏まえ、さら

に、各家庭での実践を促したいという趣旨のもと、地域家庭教育

南会津ブロック会議から提言をいただきました。提言は、域内の

課題について教育事務所と連携して家庭教育力の向上を目指すと

いうものです。それぞれの家庭で取り組んでもらいたい内容を取

組シートとして課題ごとに作成してあります。

南会津教育事務所のホームページに載せてありますので、ぜひ、

ご活用ください。 ＜取組シート、メディアコントロール＞
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「ふくしまっ子ごはんコンテスト」

小学校 下学年の部・優秀賞

題 名 「んだべえらいす」 題 名 「わたしにもできる！えいよういっぱいあさごはん」

学校名 南会津町立荒海小学校 １年 学校名 南会津町立田島小学校 ２年

名 前 木下 茉優 名 前 宮島 清良

◇ 工夫した点 ◇ 工夫した点

おうちでつくった、あさどりやさいをつかって、 会津のほぞんしょくの車ぶは、大すきなチーズを

みなみあいづまちの「んだべえ」をつくりました。 のせて食べやすくしました。ヨーグルトは、お母さ

んの手づくりで、あさごはんには、かならず出ます。

小学校 上学年の部・佳作

題 名 「食物せんいたっぷり和の朝食」

学校名 南会津町立田島小学校 ６年

名 前 大竹 輝羅

◇ 工夫した点

お母さんの実家でとれたお米と、おばあちゃんが

育てた野菜です。

切り干し大根は、おばあちゃんに頼んで、天日干

しで作ってもらいました。生に比べて栄養価が高く

なります。みそ汁には、生もずくとわかめを使い、

食物せんいたっぷりで、腸内環境を整えてくれます。

南会津町教育委員会

主幹兼課長補佐兼指導主事 稲本 泰彦

私は、現在南会津町教育委員会学校教育課に勤

務し、指導主事として２年目を迎えております。

２３年間勤務した学校現場を離れ、教育行政とい

う立場での仕事には大変不安がありましたが、毎

日楽しく仕事ができております。改めまして南会

津町教育委員会の職員の方々をはじめ、多くの皆

様のご指導とご支援に心より感謝申し上げます。

南会津町では、昨年度右記のとおりに『南会津町教育大綱』を策定

しました。常日頃より、この教育大綱の実現を最大の目標として、南

会津町の宝である子どもたちのために、学校や地域と心を一つにして

教育行政を進めていきたいと考えております。そのためにもこの職に

就き改めて大切であると痛感させられた「誠意」という言葉を胸に、

学校現場の最前線でご指導いただいている先生方や、家庭及び地域で

ご協力いただいている住民の皆様にとって、「頼りになる指導主事」を

目指して今後も努力していきたいと思います。

教育委員会より

児 童 作 品 紹 介
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今年の冬も雪が少ないのかと思っていたところへの１月の大寒波。南会津らしい雪景色となり

ました。寄稿いただいた先生方の、真摯で前向きな姿・実践が南会津の「夢教育」を実現する原

動力となっています。ご協力いただき、ありがとうございました。

「１年間を振り返って」

只見町立只見小学校
校長 関根 隆

「檜枝岐小中学校での
一年を振り返って」

檜枝岐村立檜枝岐中学校
教頭 藤井 義朗

『選べない出会いを選んだ以上の出会いに』

そう心に決めて、只見小学校において校長としての第

一歩を踏み出しました。私は、４月に１３名の教職員、

５５名の児童と選べない出会いをしました。私は、教職

員や児童を心から信頼し、感謝して、人間関係を築いて

きました。そうすればきっと『選んだ以上の出会い』に

なると信じているからです。

また、教職員にも『５５名の児童との選べない出会い

を選んだ以上の出会いにしてください』と年度初めの職

員会議でお願いしました。

そしてもうすぐ１年。教職員は子どもたちに力を

つけるために、日々全力で指導にあたっています。

子どもたちも目標を持ち、努力を積み上げることで、

成長した新しい自分との出会いを喜んでいます。教

職員は、まさに子どもたちとの出会いを『選んだ以

上』にしています。

私は、これからも『選べない出会いを選んだ以上

の出会いに』を実践していこうと考えています。

檜枝岐小中学校に赴任して、もうすぐ一年が過ぎよ

うとしています。初めての土地・初めての職務に、驚

くことの連続で、毎日新鮮な気持ちで過ごせています。

特に、私にとって新鮮で、驚きとなっていることは、

檜枝岐小中学校の環境の良さです。毎日小学生に挨拶

され、給食を一緒に食べたり、行事を一緒に行ったり

しているのは、三月までの二十年間、中学生に囲まれ

て生活してきた私にとっては想像もつかなかったこと

で、小学生の愛くるしさ・中学生の頼もしさを日々感

じています。また、尾瀬はもちろん、豊かで美しい

自然に囲まれ、四季の移り変わりを感じながら毎日

を過ごしていることも、貴重な体験です。

本校の子どもたちにとっては、ごく当たり前のこ

とかもしれません。しかし、とても貴重で恵まれて

いることを日々の活動の中で伝えていきたいと思い

ます。また、普通の一日に思えても、実は新たな発

見や小さな成果・感動があるはずです。それを感じ

られるような感性や心も育てていきたいと思います。

「１年間を振り返って」

南会津町立田島第二小学校
教諭 影山 綾香

私は小学２年生時の担任の先生のおかげでこの職業

を夢見るようになりました。その長年の夢が叶ったこ

とは、本当に嬉しいです。しかし、子どもの大切な１

年を預かる責任重大な職業であり、初めてのことばか

りで「私にできるのか…」「どんな発問をするのか」「ど

んな教材を使うのか…」という不安がありました。し

かし4月からもう9か月。授業の準備に追われてつらい

とき、うまくいかないことがあって落ち込んでも、子

どもたちが、笑顔で「先生大好き！」や「先生あのね

…」と話してくれるので多くの元気をもらって頑張る

ことができています。これからの自分の課題は、授業

面では今よりもっと子どもたちの興味をひく授業をす

ること。生徒指導面では、子どもと一緒に「なぜだめ

なのか」「これからどうするか」を考えていける余裕を

もつことです。

親切に相談に乗ってくださる先生方、協力的な保護

者、豊かな自然に恵まれた田島第二小学校に感謝し、

これからも試行錯誤を重ねて頑張っていきたいと思い

ます。

下郷中学校に赴任したこの１年は、多くのことを勉

強させて頂き、走り回った１年になりました。

南会津には何度か訪れたことがありましたが、今回

実際に生活し、よさをたくさん感じることができまし

た。特にそう感じたことは、“人のあたたかさ”です。

今年度、学級担任、部活動の顧問を持たせて頂き、生

徒たちと互いに思いを伝え合ったり、相談したりしな

がら、活動してきました。上手くいくことはほとんど

無く、何度も助言してくれる同僚の先生がいたり、「先

生、手伝いますよ！」と気遣ってくれる生徒がいたり、

何度も助けられました。また、朝練の準備で校庭にラ

インを引いていると、遠くから「先生、おつかれさま

ー！」と声をかけてくれる送迎の保護者の方がいて、

その度に、人のあたたかさに触れ、元気をもらうこと

ができました。不安もありましたが、今は南会津の方

々と過ごす時間がとても楽しく充実した時間です。

今後も、多くの方々の優しさや助言を大切にし、感

謝の気持ちを持って活動していきたいと思います。

「１年間を振り返って」

下郷町立下郷中学校校
教諭 遠藤 真希


